
奄美群島全体が、やりたいことにチャレンジできる島であってほしいと同時に、そう

な れるポテンシャルが⼗分にあると思い、⾃分も何か⼒になれることはないかという

想い でプラットホーム作りに関わってきました。クラウドファンディングにチャレン

ジする ことは「⾃分のやりたいこと」や「誰かのために役に⽴ちたい」という想いを

伝えるこ とができる、知ってもらうことができることに繋がります。⼀歩前に進んで

みたいとい う想いが芽⽣えてきたら、クラウドファンディングで⾃分の背中を押して

みるという選 択肢があることを、ぜひ思い出してくださいね。

今からは⽀援者やファンを巻き込んだ商品開発やプロモーションが時代に合っていると

想い、 2 0 1 9年の『奄美市 I CT先進技術習得事業「先進技術習得事業」』 にクラウドフ

ァンディングを島に広めたいと思って提案するも不採⽤。ちょうどタイミングよく奄美

群島広域事務組合が「奄美群島w i t h CA MPF I R E」を⽴ち上げたので、キュレーター

として参加しました。クラウドファンディングは W e b 上で資⾦を集めるだけではな

く、テストマーケティングとしても活⽤できるので、⾊んな問題や課題を解決するため

の⼀歩としてチャレンジしやすい仕組みだと思います。是⾮、⼀緒に奄美群島を盛り上

げて⾏きましょう！

キュレーター図鑑

とよひかり珈琲店 奄美⼤島

あさお あけみ

浅尾 朱美

現在の活動内容

宇検村の湯湾集落にて⾃家焙煎の珈琲店「とよひ

かり珈琲店」を経営しつつ、宿に併設する1⽇1組

限定の泊まれるコーヒーホテル「14hikari coffee

inn(トヨヒカリコーヒーイン)」の開設準備をして

おります。

これまでの活動実績

2015年4⽉に宇検村の地域おこし協⼒隊として奄美⼤島に移住してきました。協⼒

隊の任期中に、後のとよひかり珈琲店となる空き家を改修し、任期3年⽬の時に創業

しました。空き家の改修時には、地域の⽅の⼒を借りて不⽤品の処分や解体作業を

⾏い、資⾦集めのひとつとしてクラウドファンディングにも初挑戦しました。その

後、創業4年⽬にコーヒーホテル併設のために再びクラウドファンディングに挑戦し

ました。

さこだしんご

迫⽥ 真吾

アビコムデザイン合同会社

現在の活動内容

私は現在、アビコムデザイン合同会社の代表社員として活動しています。

アビコムデザインは「made in amami を全国へ拡げるお⼿伝い」を企業理念とし

て掲げている⿅児島県の離島“奄美⼤島”の⼩さなデザイン会社です。主に『ホーム

ページ作成・Web制作』『各種デザイン・DTP制作』『お⼟産・オリジナル商品開

発』『セミナー講師・⼈材育成』などの事業を⾏っています。

これまでの活動実績

東京のIT企業に在籍時、奄美⼤島へUターンし起業すること決意。システムエンジ

ニアからWebコンサルタントへ社内転職し、200社以上を担当した経験を持つ。奄

美⼤島へUターン後、2011年に起業し、Web制作やグラフィックデザインをする傍

ら、業務で得たノウハウをセミナー講師としてレクチャー。

また2020年から、かごしま産業⽀援センターのよろず⽀援拠点コーディネーター

として奄美地域を担当し、地元企業の経営相談やオンラインセミナー等も実施。

奄美⼤島



喜界島観光物産協会事務局⻑ 喜界島

これから起案しようとする皆さんへ、まずは第⼀歩を踏み出そうというその勇気は称賛

たなべ だいち に値します。そして何より「島でがんばりたい」というその気持ちが何より嬉しく思い

ます。島を想う気持ちを存分に語り合い、そして夢の実現に向かって⼀緒に⾛りだす仲

⽥邉⼤智
間として、精⼀杯の応援をさせてください。

現在の活動内容

喜界島観光物産協会の事務局⻑。島の為になるのであれば何でもやります。をモッ

トーに掲げ、仕事はもはやライフワークに。ガイドとしても陸から海まで広くカバ

ー。時には島⼈のお困り相談や、パソコンの修理なんていう案件もこなす⽇々。よ

ろこびの島のおもてなし精神を受け継ぎながら、そんな島の良さをより多くの⼈に

知ってもらえれば嬉しいです。

これまでの活動実績

2015年に喜界島の地域おこし協⼒隊の第⼀号として就任。

各種イベントの実⾏委員会を⽴ち上げながら、島内外の交流⼈⼝増を⽬標に観光客

や移住希望者への発信・コーディネートなどを⾏う。

任期満了後も地域おこしやイベント運営をし続けたいと思い古⺠家を購⼊し、個⼈

事業主として起業。環境省事業「サンゴの島の暮らし発⾒プロジェクト」の担当

や、喜界島観光物産協会を兼任。現在に⾄る。

S h im a H o t e l 与論島

のうつか ゆうすけ

能塚 勇輔

初めてクラウドファンディングを⾏ったのは、コロナ禍の 2 0 2 0年 5 ⽉、与論島の宿泊施

設の有志による未来の宿泊券プロジェクトでした。

2度⽬は、 2 0 2 1 年 5 ⽉、起業応援コミュニティ Sh i m a L a b o Y OR ON⽴ち上げのプロ

ジェクトでした。どちらも準備含め 3〜 4 ヶ⽉ほどの時間をかけ、本業と並⾏して⾏うに

は⾮常にハードなものでした。それでも、達成するまでの過程や達成後に得られるもの

もとても多く、⾃分たちの考えを知ってもらうことで世界が広がることを体験できまし

た。島では特に、困った時はお互い様です。よろしくお願いします。

現在の活動内容

2020年3⽉から、与論島にて、1⽇1組限定の宿『Shima Hotel』を運営していま

す。同時に、20〜30代の起業応援コミュニティ「Shima Labo YORON」を開設

し、島外在住の若者が与論島で起業しやすい仕組み作りをしています。本年度はこ

の活動が与論町創業機運醸成事業として採択され、ワークショップやマルシェの開

催が予定されています。

これまでの活動実績

2020年1⽉に東京から移住し、家探しに1ヶ⽉、店舗のセルフリノベーションに約5

ヶ⽉かけ、Shima Hotelをオープンしました。

ここまで2年間宿の経営・運営を経験し、たくさんのお客様にご利⽤頂いています。

コロナ禍の2020年5⽉、与論島の宿泊施設の有志による未来の宿泊券プロジェクトで

クラウドファンディングを実施。2021年5⽉、起業応援コミュニティShima Labo

YORON⽴ち上げのプロジェクトで2度⽬の実施。

キュレーター図鑑



みなさん、うがみやぶら（こんにちは）！⽔嶋です。クラファン、起業、やりたいで

すか？私は両⽅経験しましたが、メッチャクチャ⼤変です。しぬかと思った。だから

こそ得られることは多く、 誰にも伝えないのはもったいないな〜 と思ったんですね。

それが私がキュレーターをやる理由。クラファン向きの⼈は「だれかをハッピーにし

たい⼈」だと思ってます。あなたのその覚悟と優しさ、クラファンでお⾦と勇気とに

変えましょう。ちばりよ！

沖永良部島

現在の活動内容

沖永良部島・和泊町在住。合同会社オトナキ代表、OVC（沖永良部ベトナム交流協

会）会⻑。偏⾒なき社会を⽬指し多⾔語コミュニケーションツール「COMIGRAM

（コミグラム）」などの開発販売を⾏う。また、ライター・ディレクターとして和

泊町などのPRや求⼈記事制作に関わるほか、奄美群島南三島経済新聞の記者と琉

球新報の通信員を兼務する。

これまでの活動実績

1984年⼤阪⽣まれ、2011年から2019年までベトナムでブロガーとして活動。3つ

の賞を受賞、⽇本とベトナムのテレビ番組やYahooトップなどで紹介。2014年に

⼀度⽬のクラウドファンディング成功（86万円）。ベトナムへの恩返しとルーツの

島の課題解決が⼀致し、2020年7⽉に島へ移住して外国⼈向けの交流⽀援事業を⾏

う。2021年に⼆度⽬のクラウドファンディング成功（104万円）。⿅児島県の⽀援

対象事業の採択を受けて島で起業する。

キュレーター図鑑

合同会社オトナキ

みずしま たける

⽔嶋健
（ネルソン⽔嶋）

作家・プロデューサー 奄美⼤島

みたに KiKI あきこ

三⾕ K i K I 晶⼦

奄美で暮らして 1 0 年。島にはここにしかない宝物がたくさんあり、わたしはそれらに助

けられて⽣きてきました。奄美群島にもともとある、楽しさ、⾯⽩さ、魅⼒、輝き。

それぞれの島が持つ特性をそのままに、かつ現代的な⽅法でアピールし、⼤切なもの

を 次世代に繋ぐ。そのために、わたしは『奄美群島 w i t h C A MP F I R E』のキュレー

タ ー・ 起業準備サポーターになりました。 わたしは主に、 ⽂章、 ビジュアルプロデ

ュー ス、 S NSを使った PRが得意です。最近、 I n s t a g r a m とFa c e Bo o k が海外で話題

にな ったので、海外展開を考えている⽅のお役にも⽴てると思います。

みんなで、楽しい島を、さらに楽しくしましょう。

現在の活動内容

作家・プロデューサーとしては、奄美群島にまつわる伝説をモチーフにした絵本とエッセ

イ、ノンフィクションコラムの出版、既存の著作のリニューアル販売をするために、奄美⼤

島で出版社及びクリエィティブエージェンシーを設⽴する準備中。インスタグラマーとして

は、主に海外のアパレルブランドのPRを担当。モデルとしては、国内・海外からのフォト

グラファーのオファーがあり、奄美群島の美しい景⾊とともに「島で暮らす⼥性のありのま

まの美しさ」をアピールする写真集を発売する予定。

これまでの活動実績
東京⽣まれ。⼥性誌のライターを経て、半⾃伝的⼩説『ろくでなし6TEEN』（⼩学館）で

作家デビュー。ほか、著作に『腹黒い11⼈の⼥』（サンクチュアリ出版）。

2012年、加計呂⿇島に移住。Web連載『⼥⼦的リアル離島暮らし』（YADOKARI）など

で、都会⽣まれの⼥性が離島で暮らすさまを発信し、話題となる。

2015年、『加計呂⿇島で暮らす⼥性たち』をテーマにしたアパレルブランド『ILAND

identity』を開始。総合プロデュースを担当する。Webカタログでは島で実際に暮らす⼥性

をモデルとして起⽤。『島で暮らす⼥性のリアルな⽣き⽅を感じられる』と好評を博す。



私⾃⾝も 2 0 2 0年に、『 ジャガイモねんど』商品化を⽬指してクラウドファンディング

に挑戦しました。予備知識のないまま丸腰でスタートしてしまってので「もっとこう

し ておけばよかった」と思う点も多々ありますが、⽬標を達成したときの喜びと応援

して くださった⽅々への感謝の気持ちは、今も私の原動⼒となっています。こうした

経験を これから起案される⽅々に共有させていただくことで、 少しでも⼒になれれ

ば幸いで す。

クラウドファンディングを通して誰もがチャレンジできる⼟壌が醸成され、沖永良部

島 や奄美群島がますます盛り上がっていくことを期待しています！

えらぶ島づくり事業協同組合 事務局⻑ 沖永良部島

きんじょうまさゆき

⾦城 真幸

観光開発されていない⾃然と集落の共⽣・協働の精神で深い繋がりのある郷⼟愛に満ち

溢れた⼈達と⼀地域を盛り上げたいと思い、５ 年前に沖永良部島に移住して⽇々活動し

て参りました。奄美群島には素晴らしい⾃然と⽂化が⾊濃く残っており、無限の可能

性 を秘めております。クラウドファンディングを通じて、その可能性を最⼤限に発揮

し、 奄美群島全体を⼀緒に豊かに輝かせていきましょう！

現在の活動内容

沖永良部島の農業、⾷料品製造業、⼀般診療所、福祉・介護事業、総合スーパー、

ホテル・観光業の６業種・８事業者が⼈材不⾜という共通の課題解決のため組合を

設⽴しました。各事業者の季節毎の労働需要に合わせて働き⼿を派遣する労働者派

遣事業をメインの事業として展開しております。現在、島外から８名のIターン・U 

ターン職員を受け⼊れ、平均年齢26.５歳と⼤変若い⽅々が活躍しております。私は

事務局として派遣職員が活き活きと働ける環境を整えております。

これまでの活動実績

和泊町地域おこし協⼒隊として、平成２９年５⽉から令和２年３⽉までの約３年

間、地域活性化というミッションで活動させていただきました。具体的な内容とし

ては、集落の課題を解決するためのアイディア出しをするワークショップを開催、

地元の⻘年団と古⺠家を改修して地域の場づくり、地域資源を活⽤した体験アクテ

ィビティとしてSUPクルージングツアーの造成、移住体験ツアーのコーディネー

ト、海外の農業⼤学と島の農家を繋ぐインターンシップ制度の活⽤など様々な取組

みにチャレンジさせて頂きました。

—般社団法⼈しまやどり

みやざわ ゆかり

宮澤夕加⾥

沖永良部島

現在の活動内容

“もったいない”をワクワクに変えることをテーマに掲げ、沖永良部島の未利⽤資源やフードロ

スを活⽤した『えらぶ⾊クレヨン』『えらぶ⾊のジャガイモねんど』等の商品を開発。⼟のク

レヨン作り、天然絵の具お絵描き体験、蜜蝋エコラップ作りといった⽼若男⼥問わず楽しめる

さまざまなワークショップを実施しています。

『えらぶ⾊のジャガイモねんど』が「かごしまの新特産品コンクール2021」⿅児島県特産品

協会理事⻑賞受賞、「あまみ島⼀番コンテスト2021」⼯芸品部⾨最優秀賞受賞。

これまでの活動実績

旅⾏ガイドブックや雑誌の編集者としてキャリアを積

んだ後、2018年にフリーランスの編集・ライターとし

て活動開始。「沖縄タイムス」「琉球新報」「離島経済

新聞」といったメディアに寄稿し、独⾃の視点から沖永

良部島の魅⼒を発信してきました。

キュレーター図鑑



エコツアーガイド、百合が浜ビーチハウス e t c 与論島

さとうのぶゆき

佐藤 伸幸

3年間地域おこし協⼒隊の活動と2年間の地域での起業の体験を通じて、地域の活性化

は 1 ⼈のスター選⼿だけで達成できるものではなく、 同じ思いを持った⽅々と連携・

協⼒することとそれを⽀えるサポーターにより、初めて実現することを実感しまし

た。

クラウドファウンディングは起業前からファン（顧客）を獲得できるとてもいい仕組

みだと思います。今回の仕組みを通じて、それぞれの経験値や知⾒を共有できるの

と、そうした思いを同じくする仲間に出会い、共創できるのではないかと思い参加し

ました。

現在の活動内容

与論島にてエコツアーガイドを⾏う傍ら、島の薬草を軸にしたカフェ、ゲストハウ

ス、トリートメントサロンを運営しております。2016年4⽉から与論町地域おこし協

⼒隊として3年間活動しました。2022年４⽉で移住5年⽬を迎えます。宮城県出⾝で

す。地元の⾼校卒業後、茨城県⽇⽴市に3年、東京都昭島市に8年、中国天津市5年間

住んでいました。妻は茨城県出⾝です。離島移住に憧れていて、旅⾏で与論島の存

在を知り移住しました。

これまでの活動実績

与論島に移住してすぐ島の薬草を研究している⼭悦⼦さんと知り合いました。与論島

の魅⼒と薬草について広く知ってもらいたいと思い、2019年11⽉に⾓川書店より出

版された「与論島の⼭さん 薬草に捧げた⼈⽣と幸せな終末のメッセージ」という本

の制作に企画の段階から関わらせて頂きました。この本をキッカケに全国放送のTV

取材を受けたことをキッカケに、夫婦で「薬草カフェ ピクニック」を2020年4⽉にオ

ープンしました。コロナ禍でのスタートになりましたが、協⼒隊時代に培ったネット

ワークを活かして、お客様に応援して頂き営業2年⽬を迎えようとしています。

奄美⼤島に移住してきて 2 年、素晴らしい⾃然はもちろん、とても素敵な皆さんと出

逢い、奄美群島が⼤好きになりました。奄美⼤島に初のフリースクールを⽴ち上げる

際のクラウドファンディングにも携わらせて頂きました。夢を応援することができる

のは喜びです。 これから奄美群島でクラウドファンディングをされる⽅のお役に⽴て

たら幸いです。

WE B デザイナー

あさかわ あきこ

浅川 晃⼦

奄美⼤島

現在の活動内容

WEBデザイナーとして起業家さんの応援をしています。

ホームページを作成したり、名刺やチラシの制作をしています。

ホームページを作成したお客様がクラウドファンディングすることとなった際は、ク

ラウドファンディングのサイト作成もさせて頂きました。

キュレーター・起業準備サポーターとして学ばせて頂き、これからはデザイン⾯だけ

ではなく、総合的なクラウドファンディングの⽀援をさせて頂きたいと思います。

これまでの活動実績

2021年11⽉ クラウドファンディングの

サイト作成、⽀援

奄美⼤島での暮らしの魅⼒を発信中

キュレーター図鑑



奄美⼤島

皆さん、はじめまして！奄美で何か新しいことに挑戦したい、そして同じく奄美で新

しく何かに挑戦する⽅々を応援したい。この春、そういう想いを胸に、⽣まれ故郷で

ある奄美にＵターンしてきました。

クラファンは⼩さな始めの⼀歩を踏み出すのにとても魅⼒的なツールです。私のこれ

までの経験から培った「想いを⾔語化し、実現までの段取りを組む⼒」を活かし、皆

さんの想いを実現するためのお⼿伝いをしつつ、 ⼀緒にシマを盛り上げていけると嬉

しいです！

奄美⼤島

しみず さなえ

清⽔ 早苗

⼀歩前へ進みたい、 という⽅を後押し、

背中を押し、寄り添い、共に成⻑してい け

たら嬉しく思います。

現在の活動内容

【奄美】

ECO,サスティナブル、オーガニック等、地球の環境問題に配慮した製品、考え⽅、

⽣き⽅の提案をするコンセプトストア及び奄美の⾃然の恵み、伝統を全国にお届け

するオンラインストアを運営

奄美⼤島産コーヒー⾖を扱うSHOP運営

そのコーヒーとホットサンドを提供するキッチンカー運営

【全国】

オンラインを中⼼に、予防医学をお伝えし⼀⼈⼀⼈のDNA解析や腸内フローラ解析

から紐解くパーソナルな体質改善・⽣活習慣と⾷事の改善などプランニング DNA栄

養学認定アドバイザー、腸栄養学アドバイザー

オンラインでの無料お茶会、講座（有料）奄美で⽉に⼀回のリアル講座や⾻格矯正

や⼩顔矯正、美肌洗顔などのイベントを開催

2010年、農林⽔産省に⼊省。キャリア官僚（農業⼟⽊技官）として国営の農業⽔利

事業に従事し、2011〜2013年は北海道の稲作地域にてほ場整備事業等に従事。その

間、東⽇本⼤震災の農地復興⽀援のため福島県新地町にも派遣。2014〜2015年には

外務本省にも出向し、農業分野のODA政策や国連でのSDGs策定業務に従事。2016

年からは農林⽔産省の地⽅創⽣政策を担当し、農村の活性化政策の企画⽴案に携わ

る。その後、2019年よりタンザニアの⽇本国⼤使館にて勤務。

はやし しんたろう

林 晋太郎

現在の活動内容

2022年３⽉までアフリカのタンザニアに在住。⽇本国⼤使館の

外交官（⼀等書記官）としてタンザニアに対する開発協⼒⽀援

（ODA）を担当。タンザニア政府や国際機関との国際交渉を通

じ、⽇本の得意分野である農業や⽔産分野の⽀援、道路・電⼒施

設といったインフラ施設の整備、⼩中学校や診療所の建設等、

様々な分野の⽀援に従事。同年３⽉末に故郷の奄美⼤島にUター

ン。シマの地域振興を⽬指す起業家として新たに活動を開始。

これまでの活動実績

キュレーター図鑑

※タマタマ漁業次官（左⼿前）と漁

業省スタッフとの意⾒交換の様⼦


